
液肥潅注による水稲育苗の省力化

1．試験のねらい

　　稲作経営の大規模化および農作業の部分受託などに伴う大量育苗による労力増大が問題となって

いるが、その一っに床土を準備する段階での土の消毒、肥料の混和作業に多くの労力と時間を要し

ている。そこで、その作業を省力化することを目的に、床土の消毒・肥料の混和を播種時に液剤・

液肥で同時潅注する水稲育苗法を検討した。

2．試験方法

　　平成3～6年の4カ年間に農試本場の水稲育苗施設において、水稲育苗用の液肥の開発、液肥の

潅注方法、播種期別の適正施肥量、液肥利用による苗の養分吸収の特徴及び慣行法で得た苗との生

育の比較、本田初期生育などにっいて検討・確認した。なお本試験の中で、液肥潅注時には同時に

液剤（土壌殺菌剤）を潅注している。

3．試験結果および考察

（1）硝酸態窒素を含む液肥の場合、水稲の育苗に使用するには施肥量の設定が困難なため、窒素成

　　分がアンモニア態のみの水稲育菌用の液肥を肥料メーカーと共同開発（商晶名：健太郎、成分

　　N：P・O・：K・O＝10：10：10％）し、それが平成5年に市販された。（データ略）

（2）液肥の潅注方法にっいては、液肥を予め所定の容器に溶き、それをポンプで播種プラントの潅’

　水部分に送り、農薬にっいてはサッカーで吸い込ませる方法（仮称元潅水式）、及びサッカーの

　　吸込口を2分割（内径は液肥2：農薬1）し、液肥、農薬をそれぞれ吸い込ませる方法（仮称サッ

　　カー2分割吸込式）を考案した。（図一1）

（3）液肥潅注による育苗では慣行育苗に比べ、初期の養分吸収は早いが、肥効の持続性は憤行より

　短い傾向があり、また初期の養分吸収は育苗期間の温度が高いほど著しい（データ略）。以上の

　理由から施肥量は、育苗期間の温度が高く、短い普通期播種では軟弱徒長気味の生青ビなりやす

　　いので、慣行に比べ2割程度減肥（施肥N：1．09／箱程度）する。逆に育苗期間が低温で長

　　い阜期皐植播種では憤行並～1割程度増肥（施肥N：1．5～1．79／箱）する。（表一1，2）

（4）液肥潅注による育苗を行ったξころ、慣行法に比べ出芽長は大差なく、肥料の濃度障害、液剤

　　の薬害も認められなかった。また草丈が伸びやすく、1箱内のバラツキがやや大きい傾向だった

　　が、憤行法とほぼ同等の苗が得られた。（表一3）

（5）液肥潅注による育苗で得た苗の初期生育は、慣行法により得た苗に比ぺ劣ることはなく、ほぼ

　　同等である。（表一4）

（6）以上より、液肥を利用した水稲の育苗により慣行と同質の苗を得ることが可能であり、育苗培

　土と肥料・農薬との混和作業の省力化が図れる。（図一2）

4．成果の要約

　　窒素成分がアンそニア態のみの複合液肥を利用した水稲の育苗により、慣行と同質の苗を得るこ

とが可能であり、育苗培土と肥料・農薬との混和作業の省力化が図れる。

　　　　　　　　　　　　（担当者作物部福島敏和，山口正篤，星一好，小林俊一※）渋現育種部
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液肥灌注方法1（仮称元漕水式）

播種プラントの灌水部分　　← ←　　　　　　←
ポンプ使用珪1

＼サッカー吸込
↑

↑

VVVVVVVV
育苗一箱に灌注

注1）水中ポンプ（楊水用）は水圧が上がらないので使用しない。

注2）液肥を1箱当たりの竈水’（サ，カー吸込■除く）に合わせて溶かす。

注3）良薬（ヅコニー川OOO、〃ガレエース液剤）を1箱当たりの吸込iに合わせて溶かす。

液肥灌注方法2（仮称サッカー2分割吸込式）

播種プラン1の灌水部分　　← ← く＝　　←　　　　　　　　←　ll　　！サッカー吸込口を2分割する注2
←

・　1　I　1　1　1　．　11　・　1　1　・　1　1　11　　1　■　l　　I　　・　　1　・

サヲカー吸込！
ll

→　　　　（■■

VVVVV〉VV
←↑

育苗箱に灌注
＝ゴ1＝：：；11乖11・一・・＝1、 1l1÷≡≡籔

註1蜜一’＝‘、

水道註1

注1）水道の水圧は，低0．5㎏／o荊以上は必宴。（スズテック黎，250箱／hrの括桓プラントのむ合）

　　また水圧の変化により施肥■が変助するので，播桓中は水圧を一定1こ保つ。

注2）サ”一吸込口の内径は液肥2：農薬1とし、容器の夫きさ（底面棚）もできるだけ2：1とする。

注3）それぞれの1箱当たリの吸込m二合わせて液肥、良簑を溶かす。

　　　　　　　　　　　　図一1　液肥漕注方法の模式図

表一1　4月上旬播種の液肥漕注による育苗の施肥■と苗の 育（播桓後27日調査、’6）
　　　　　　　　草丈　葉数　葉色　乾物竈　乾物コ　　　窒素
育苗法施肥■　　　　　　　　　　一比　　　　　　　　㎝　　　　SP＾D　／100‡　草丈　　£度％
桐竃ヂ〒；去　　｛慕準＝■＝　　20．2

液肥標準■　18．7
液肥1割増18．5
液　　月巴　　2書』増　　20．8

液肥3割増18．8
　一　　無肥料　13．3

2，628．7　1，44　7，13
2，6　　28．9　　　1，56　　　　8，34

2，5　　30．5　　　1，42　　　　7，67

2，7　　31，7　　　1－49　　　7，18

2，6　　30．0　　　1，54　　　　8，19

2，3　26．0　　1，31　　9．86

リン酸　　　　加里
■　　P擾度％　■　　K擾度％　■

3．85　　55．3

3．65　　56．8

3．97　　5612

4．19　62．4

4．16　　64．1

2．曲30．5

注）施肥標準■：N成分で1，69／箱。使用肥料：健太郎。窒素，

O．45
0，45
0，48
0，50
0，50
0．36

14，7
15，9

15，6
17，1

17，7
10．8

3，79
3，35
3，45
3，52
3，44
2．08

65．5
6218

58，7
63，1

63，9
32．7

リン酸，加塁の■は吸収■（単位：mg／100本）。

表一2 6月初播種の液肥痩注による育苗の施肥二と苗の 育（播種後19日調査， 6）

　　　　　　　草丈　糞数育菌法　施肥竈 葉色 乾物重 乾物亘一比草丈

窒素 リン酸 加里
Cm SP＾O ／100本 邊度％ 1 P邊度％ ‘ K邊度％ ■

慣行法 標準■ 19．6 2．2 25．1 1．13 5．79 3．15 35．了 0．48 12．3 3．64 49．7
液　肥 標準ユ 20．8 2．2 28．3 1．19 5．74 3．74 44．4 O．46 12．4 3．13 44．8
液　肥 1割減 21．O 2．3 27．5 1．18 5．64 3．73 44．1 0．46 12．3 3．37 47，9
液　肥 2割減 19．3 2．2 26．5 1．20 6．22 3．37 40．4 0．44 12．1 2．85 41．3
液　肥 3割減 19．8 2．1 27．4 1．15 5．80 3．28 37．7 0．46 12．O 2．80 38．8
■ 無肥料 13．8 2．1 23．7 1．08 7，79 2．47 26．5 O．42 10．4 2．51 32．5
注）施肥榛準■ N成分で1，29／箱。使用肥料：健太郎。窒素、 リン撃・加里の■は吸収■（単位：mg／lOO本）。

表一3　液肥灌注による苗の 廿 及ぴ地上部の 育， 要成分擾度・吸収■（5月下旬樗桓，播桓後21日調査 ・31

育苗法
出芽長 草丈 糞数 乾物竈 嚢素 リン酸 加星
平均㎝　C．V 平均㎝ C，V 平均 C．V g／100本 邊度％ ■ P温度％ 坦 K幻度％ 五

　　　　1簿内慣行法　　　　　4，3　　37．8　　　　箱　悶

15．6
10．8
2．81
10，4

11．1 2．2
1．30 3．08 40．1． 0．36 10．7 2．41 37．8

　　　　1箱内液肥雄　　　　　　4，2　　31．9　　　　籍　聞

16．2
12．6
2，78
11．9

10．O 3．O
1．36 3．07 41．8 O．37 11．5 2．38 38．9

　　　　1箱内無肥料　箱　間　4・O・　29・5
9．3
10．6
2．42
11．1

215 412 1．07 1．62 17．3 O．37
9．1 1．61 20．7

注）育苗時の施肥■は標準‘（N 1，69／箱）。窒素． リン酸．加星の■は吸収■（単位：mg／100本）。

表一4 慣行法と液肥酒注による苗の初期
供試苗の種類

リン酸．加星の■は吸収■（単位

育（移植後21日調査、平6）
章丈　茎数　葉色　乾物こ　乾物巨
　　　　　　　　　　　　　　　　　葉数㎝　　本／m’SP＾D　　／m一　地加倍率

慣行法　　28．926236，213．65　10．7　6．O
液肥藩注　　　29．9　26036，6　15．26　11．0　6．O

分げつ発生率　％

mg／lOO本）。

㎎／100本）。

第1節第2節第3節第4節
1，3　　　91，4　　　94，9　　　13．9

010　　　90．0　　100，0　　　17．5

・3）

　　注）両育苗’法とも育苗時の施肥■は榛準■（N：1，69／箱）。
　　　　圃場の施肥N：3kg／10a。栽植密度：22．2株／m’。1株4本手植え。

慣行法　医≡E璽＝亟1→　匿理　→　而（粒度を揃える）　→　畔・農’混合（　覆前5日以内）　→　匿圏

液肥渡注　医ヨ醒國　→　匿麗　“　　　（粒度を揃える）→→→→→→→→“→→→→→→→→→→→→→匿覆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巴I三・農’灌；’

　　　　図一2　慣行法及ぴ液肥漕注による育苗の播種までの床土準備の行程（pH調整の必要のない場合）
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